
第３５回技術士全国大会（島根）に参加しました！ 

中・四国青年技術士交流委員会 委員 荒本達也 

 

2008 年 10 月に島根県松江市で行われた第 35 回技術士全国大会（島根）に参加しましたので、簡単に報

告します。 

 

 

 

開催地が島根県（中国地方）ということもあり、我が青技交＠中四国は、どちらかと言えばもてなす側。 

島根県技術士会青年部のみなさんと共同で準備を進めました。 

 

分科会 

青年技術士をテーマにした分科会を設けて頂き、「青年技術士が考える地域社会」というテーマで、基調

講演とパネルディスカッションが行われました。基調講演では、（株）バイタルリードの森山昌幸氏に中

山間地域の交通対策という演題で講演頂き、技術士が中心となって都市と地方の議論をすることの重要

性についてお話頂きました。続いてのパネルディスカッションでは、活躍の分野、地域、世代等の異な

る 4名のパネリストの方に参加頂き、専門分野の話題や日頃の活動など幅広い題材でお話頂き、技術士

として、また地域社会の一員として何ができるか、何をしなければいけないのか、などの活発な議論を

して頂きました。最後に、【青年技術士 松江宣言】として、青年技術士による全国規模のネットワーク

を強化し、地域社会の健全な発展に努よう、との宣言がなされ、終了しました。 

私自身、日頃は専門分野に特化しすぎるため、青年技術士としての心構えと活躍の場を考えるよい機会

となりました。 

 

交流会 

全体では松江フォーゲル・パークにてウェ

ルカムパーティーが開催され、地元の方々

にご参加頂き、多大なもてなしを受けまし

た。 

続いての交流会（二次会）は当方の主催企

画として、青年技術士交流委員会の本部、

全国各支部にご参加頂き、盛大に開催する

ことができました。ご当地クイズ大会、バ

ンド演奏などの余興!?もたいへん好評で、

次回の開催地である東北支部のみなさんを

悩ませることになりました・・・（笑） 

全国で活躍する技術士のみなさんとの交流

は、今後の活動における大きな財産となり

ました。 

 

全体ではこんな感じ・・・ 



 

 

全国大会にあわせて、支部活動や全国で活躍する青年技術士の活動を報告する冊子が作られてきました。

今年も例年通り作ろう、ということになりましたが、普通に同じように作ってはおもしろくない、とい

うことで、・・・。偏屈な私、言いだしっぺになってしまったので、冊子作りに参加しました。 

 

表紙 

例年は分科会冊子との合併版だったので、基本

的に表紙もタイトルもなし。で、今回、一生懸

命考えました。日頃の活動報告という意味合い

と、交流を促すツールとして読んで頂きたいと

の思いから、“交流誌”としました。また、松江

宣言を今後に引き継いでもらいたいとの思いか

ら、サブタイトルに、“～ネットワークを広げて”

と付けました。いい感じでしょ。 

なお、表紙は島根県技術士会の畑さんに、大田

からわざわざ出雲大社まで行って撮影してきて

もらった大作です。（笑） 

 

番外編 

普通の活動報告も必要ですが、ちょっとかわった

人物紹介も読み手の興味をひきます。ということ

で、他人を紹介するいわゆる“他己紹介”を番外

編に入れてみました。サンプルを配布してみなさ

んに書いて頂いたところ、さすが技術士さん！上

手に紹介して下さいました。懇親の場にふさわし

いネタ提供に、冊子の雰囲気が明るくなりました。 

 

ご当地ネタ 

全国大会の楽しみの一つはやは

り開催地を知ること。私達とし

ても、島根を知って、楽しんで

帰って頂きたいと思いました。

普通に観光マップを付けるより、

何かほかの紹介方法が無いかと

考えた結果、おもしろい話題提

供と方言紹介となりました。こ

れももちろん、畑さんに作成し

てもらいました。 

 

・・・と冊子作りを楽しませてもらった私。自分で細工ができる編集係はおもしろい。 

ということで、次回のイベントではまた冊子を作ろうと思いますので、ご協力よろしくお願いします！ 

冊子づくりを担当しました・・・ 


